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Into my Packet

後藤滋樹の新・社会楽
第43回「見えないネットワーク」
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「インターネット」という言葉は、もはや国民的な常識である。

一昔前ならば、タレントの自己紹介に「インターネットを使って

います」などと誇らしげに書くこともできたが、今では珍しくも

ない。かえって「インターネットも使えない機械音痴」とでも自

称したほうが目立つ。

それでは、世の中でネットワークの理解が深まったかというと、

必ずしも予断を許さない。インターネットで先頭を走っている米

国では、政府・民間・大学の連携で、より高度なネットワーク

を実現しようとしている。これに比べると日本の動きは残念なが

ら鈍い。その原因の1つは、ネットワークの理解が十分ではな

いためだと思う。

【実物はどこにあるの】
なにしろネットワークというものは、目に見

えない。それでもちゃんと動いているし、使

えるのだから偉いといえば偉い。しかしネット

ワークを説明するのは至難の技である。本誌

の読者諸兄は、実に高度な理解能力を備え

ているというべきだ。

例えば、自動車の雑誌に載っている写真や図

は実物である。普段はエンジンの断面図を実物とし

て見ることはないが、本気で見ようと思えば見ることは

可能である。写真の雑誌に載っている図は、実際に撮影した実

物あるいはカメラの内部構造だから、これも本物である。

これに対して、ネットワークの雑誌に載っている図は、パソコ

ンの画面の図が本物であるほかは、いわゆる概念図という類であ

る。ネットワークの実物を見ようと見学に行っても、光ファイバ

ーの中を流れる情報を直視することはできない。ファイバーには

被覆があるのだし、中の光は可視光線ではない。第一、横から

見て光が漏れるようでは減衰して使いものにならない。

インターネットの仕組みは、光ファイバーの中の信号を見ても

わからない。大部分の機能がソフトウェアで実現されているから

である。ソフトウェアだからといって、コンピュータを眺めてみて

もネットワークの全体の仕組みはわからない。

【比喩は有効か】
見えないものを説明する便法の1つは比喩を使うことである。

読者諸兄もいろいろな局面でネットワークを説明する経験をお持

ちだろう。ここで比喩の例を考えてみたい。

ネットワークが混雑するのを説明するために、交通渋滞を使

う。これは『新・社会楽』でも登場したことがある。渋滞は不

快であるから、ネットワークの輻輳（ふくそう）の例示として使

える。ただし、ネットワークで混雑が生じるとパケット（伝送の

単位）が欠落するのに対して、高速道路の交通渋滞ではじっと

待つことになる。現象は似ているようで、性質が異なる。

データの伝送を例示するために郵便物を使うこともある。パケ

ットにも宛先（アドレス）が書いてあるからだ。大きな情報を小

さな封筒に入れて送るという点では酷似しているが、データ通信

ではエラーの発生に備えてコピーを残しておくことがある。郵便

物では現物を送ってしまう。データの再送の議論になると郵便物

では苦しい。

ファクシミリでは、コピーが手元に残る。そもそも電話によ

る通信は、インターネットに似ている。モデムを使う場

合には、電話そのものである。しかしインターネッ

トを電話の知識で理解するのが最も危ない。話

は恐ろしいほど似ている。しかし違うのである。

電話では通信回線のある帯域を占有して二者

を接続する。インターネットは1本の回線を

多くの利用者が同時に競合して使う。いずれ

の場合にも、比喩は有効ではあるが、かえって

誤解を招くことがある。

【求む！上手な説明】
ネットワークの拡充が必要であることには、大方の賛

成が得られると思う。しかしネットワークの理解が難しいとなる

と、具体的な課題が不明確となり、目標が定まらない。

学界においても、情報通信のプロジェクトは既存の分野に比

べてまだまだ弱い。他分野の研究者諸氏はネットワークを大いに

利用しているが、現在のインターネットがいまだ不十分であるこ

とを必ずしも理解してくれない。

政治の世界でも、米国のゴア副大統領に匹敵する人物は、日

本にはちょっと見当たらない。選挙の際に情報通信を公約にす

るような候補者がはたしているだろうか。このままではいけない。

今までは、我々の側でも努力不足だったと思う。

【大人も子供も楽しめる】
そういう間にも時代は確実に進んでいる。数年のうちに学校

（小中高）がインターネットにどんどん接続されていく。高校に

は「情報」という科目が新設される。生徒を通じてインターネッ

トが世の中に浸透する。いよいよネットワークの発展にとっても、

世の中にとっても、正念場というべき時期にさしかかった。この

日本の様子は海外からも大変注目されている。

「ネットワークは難しい」などと諦めないで、大人も子供も楽

しめるようなわかりやすい説明を工夫したいものだ。
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